
いちくみ知恵袋 その① 

   「ちゅうぼう」と聞くと…「厨房」という字を思い浮かべる人が多いのではな

いでしょうか。しかし、ここでご紹介するのは「中防」。東京湾の中央防

波堤（全長 3,880ｍ）がその由来で、防波堤の内側埋立地と外側処分場

等の総称です。かつて、清掃事業関係者が、これらの呼び名を省略して

呼んでいたのが定着して、多くの人に使われるようになりました。粗大

ごみ破砕処理施設や不燃ごみ処理センター、灰溶融施設などのほか、東

京都が設置・管理している23区唯一の廃棄物埋立処分場もあります。 

左：中防灰溶融施設の外観

右：不燃ごみ処理センター

の受入ヤード 

左：粗大ごみ破砕処理施設

の受入ヤード 

右：埋立処分場 

 

江戸川工場は、２３区内の清掃工 

場で初めて、東京消防庁より消防団

協力事業所に認定されました。これは、消防団の活動に日頃から

積極的に協力していることが認められ、贈られたものです。６月

３日に開催された消防操法大会前には、連日、江戸川工場敷地を

利用して、地元消防団の訓練が行われました。今後も、地域防災

力の充実強化をサポートし、地域とともに安心で安全なまちづく

りに努めていきます。 

 

 

中防管理事務所では、各区の清掃主管課職員を対象とした見学会を開催してい 
ます。見学会は、不燃・粗大ごみの中間処理施設や埋立処分場を細部まで見てい

ただくことで、中間処理の仕組みや埋立処分場の現状に対する理解を深めてもらうことを目的とし

ています。これまで参加した方からは、「普及啓発に役立つ題材を持ち帰ることができた」や「区

民や議会に対する説明に自信が持てる」などの感想をいただいています。“百聞は一見にしかず”

皆さまもぜひご参加ください。 
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消防団協力事業所表示制度の表示マーク 


